
 

 

 

 

 

 

 

 

    米山記念奨学会より  

濱守会員に役員任期満了に伴い感謝状が贈られました。             

 

 

 

 

★ 会長の時間 ： 紀室綾子会長 

本日は、佐藤ガバナ―エレクトより教えていただいた被災高校生への奨学金制度、 

「希望の風奨学金」のお話をいたします。 

エレクトのお話によると、東日本大震災直後に全国はもとより世界中のロータリーか 

ら寄せられた義援金ですが、被災地地区からは、「そのお金は被災地に全て配られるべ 

き」との主張が多かったそうですが、「東日本大震災により災害遺児となった青少年た 

ちに、少しでも学業を継続できるような教育支援をしたい」という会員の願いから、 

希望の風奨学金制度が立ち上げられたそうです。（月５万返還不要最長４年間）驚くことにこの奨学金制度は 

いまだに続いており、多くのロータリアンがチャリティーなどいろいろな形で寄付をしてくださり、資金の 

続く限り続けていくとのことです。エレクトも最近まで、この制度を知らずにおり「自らの無知を大いに恥 

じている」とおしゃっていました。私が入会したのは被災後の 2014 年です。 

世界中から数々のご支援を頂いた事は、先輩方からお聞きしておりましたが、いまだに続いているこの奨学 

金制度は全く知りませんでした。 

青少年奉仕委員や委員長も経験していたのに、もっと早くに知っていたらと悔しい気持ちでいっぱいになり 

ました。今更ですがまだ必要としている生徒さんがいるのではと思い、先日の東高校とのインターアクト引 

継ぎ会に資料を校長先生始め先生方にもお渡ししてまいりました。 

また、2520 地区からの拠出はゼロであり、恩恵を受けている多くは、我が地区の学生たちであるので、エレ 

クトは知ってからすぐに、恩返しにと財団へ寄付をしたそうです。 

「沿岸部の方々にも知って頂きたいお話」とおしゃっておりました。 

希望の風奨学金制度、詳細はクラブのホームページにリンクを張っておきます。 

また、コピーも準備してきましたので、ご覧いただければと思います。 

https://kibounokaze.com/ 

https://kibounokaze.com/pdf/2011-21_kibounokaze_ayumi_web.pdf 

このエレクトとのお話のさなか偶然にも、 

濱守パストガバナーより、9 月 5 日に被災高校生支援事業 10 周年記念交流会として、名古屋東ロータリーク

・・・ 例 会 記 録 ・・・ 

              ９月第４週例会 ２０２３年９月２８日（木）  

ソ ン グ ： 我等の生業        ボックス ： １７，０００円（報告者 橋爪文人会員） 

お客様紹介 ：(株)愛ネット補聴器 代表取締役 岡本知之様  同 取締役 吉田恵理子様 

本日出席率 ：５１．５２ ％ 前回修正後１００％（ﾒ―ｸｱｯﾌﾟ１２名）   (報告者 高木久子会員） 
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希望を胸に心ひとつに 

2023～2024 年度 

大船渡西ロータリークラブ会報 



ラブの皆さんが、高田ロータリークラブの夜例会に訪れるので、「一緒に参加しては」とのお誘いがありました。 

これまた初めて知ったのですが、名古屋東ロータリークラブの皆さんが中心となり 2760 地区の方々が被災高

校生支援事業として、奨学金制度を立ち上げ、二戸ロータリークラブを通じ、2012 年 4 月から 2016 年 3 月ま

で、延べ 34 人の高校生に対し（月３万円返還不要）支援をしてくださったそうです。地域の学生（大船渡高校、

高田高校）もお世話になっておりました。西クラブもサポートクラブだったとのこと、私の勉強不足でした。 

驚くことに希望の風奨学金制度にも、いまだに 2760 地区の多くの方々が支援をして下さっています。本当に頭

が下がります。 

当時、発起人だった千田（せんだ）パストガバナーともお話ができ、その人柄とロータリー精神に感銘を受け

ると共に、名古屋東ロータリークラブの皆さんと親睦を図れたことに心より感謝したいと思います。会員数が

100 名近くいるとのこと、皆さん（名古屋出身の山口会員同様）優しくてフレンドリーな方々で、別れが惜しく

なるほどでした。まさにそれでこそロータリーの歌詞のようでした。お礼状がメールにて届いておりますので

そちらも七福神に掲載させていただきます。 

このような出会いもロータリアンであったからこそ経験できたこと、入会させていただいた皆様にも感謝申し

上げたいと思います。 

さらに、閉会点鐘を鳴らすのを忘れたり、そうかと思えば勢い余って開会点鐘を 2 度も鳴らす、こんな私を会

長にして下さり本当にありがたいと思います。紀室年度始まってまだ 3 か月ですが、これからもお支え下さい

ますようお願い申し上げます。  ありがとうございました。    

 

            ◆◆◆   幹事報告  ◆◆◆ 

 

 １ ガバナー事務所より 

●「END PORIO NOW」T シャツの斡旋販売の連絡 

  1 枚 2,000 円 （赤にロータリーマークと END PORIO NOW ロゴ入り） 

  売上の一部を世界ポリオデーに寄付   

 締切 10 月 20 日   希望者は 事務局まで 

● RI 財団管理委員長からのお願いとして 

   モロッコ地震への支援協力要請メールが届いています。 

地区として 5,000 ドルを拠出、各クラブでも検討願いますとの事 

 

２ 若柳ロータリークラブより 創立 30 周年記念祝賀会の案内が届いています。 

   日時 11 月 18 日（土）16 時～  場所 割烹 千鳥  会費 10,000 円  締切 10 月 18 日 

 

３ みんなのしるし合同会社より 

  １０月７日・８日に開催される「三陸芸能大発見サミット」開催に伴うボランティア協力のお願いが 

届いています。 

 

             ◆◆◆   委員会報告  ◆◆◆ 

 

★ 野球部員 谷地保会員 

           野球部員と応援団１７名は、明日（２９日）から、山形で開催される「全国 RC野 

球大会東北地区親睦野球大会」へ行ってきます。健闘をお祈りください。 

 

 

 



 

 ◆◆◆   本日のプログラム  ◆◆◆ 

   難聴の種類・認知症と難聴の関係 

 

★ (株)愛ネット補聴器 岡本知之様（認定補聴器技能士） 講話 

           パンフレット等を参考にしながらお話して頂きました。 

           難聴の種類  

感音性難聴 伝音声難聴 混合性難聴  

加齢性難聴：寿命が延びているため多くなっている 

            騒音性難聴 先天性難聴 薬物性難聴：現在は少ない 

           ６５歳以上の１/３人が難聴でありながら何も対処せず過ごしている。 

 難聴の危険因子 喫煙 高血圧 循環器系疾患 糖尿病 

  生活習慣病に起因する危険因子が多く、規則正しい生活で難聴予防に心がけましょう。 

  難聴は、認知症の危険因子   

難聴→人とのかかわりが少なくなる→認知症 加齢難聴は気づきにくい 

   日本の高齢者４人に 1 人が認知症、またはその予備軍  

2025 年には認知症患者が 700 万人を超える予想 

 

  難聴の自己診断法 親指と人差し指をこすり合わせる音が聞こえるかどうか。 

           耳の傍と、手を伸ばしてこすり合わせた時の音の確認 

  モスキート音 20 代後半から聞こえないことも 難聴は高い音から聞こえなくなる 

  健康診断の聞こえの診断では不足 耳鼻科で 7 項目を診断 

  補聴器： 管理医療機器 耳鼻科を受診し、補聴器屋で購入 

       補聴器を使用するという事は、言語をはじめから覚えるという訓練が必要 

       3～6 か月のトレーニングが必要となるため、早めの使用を・・ 

 

※ 名古屋東 RC 様からお礼状が届きました。 

            


